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A Study on the Optimum Acoustical Environment (I) 
A Pilot Study on the Perceived Noisiness 
of Periodically Interrupted Sounds 
Kiyoto Izumi 
Abstract 
The noisiness evaluation of periodically interrupted sounds as frequently experi巴ncedin 
industrial and construction五eldshas been consider巴das an urgent target of research. 1. Pollack 
and R. M. Garrett have proposed the evalu且tionmethods on energy basis. After describing 
thre巴 S巴riesof psycho-acoustical experiments， the author discusses the perceived noisiness of 
periodically interrupted sounds to be evaluated with careful considerations for the Starttle Effect. 
The author proposes Noisiness Models 73-C， 73-A， and 73-PN， which are constructed as a cer-
tain function of 1) total energy of sound， 2)repetition rate， 3)rise-time， and 4) interval between 
bursts. The validity of the models is psycho-acoustically tested and is proved to be consider-





純な定常音のラウドネス及びノイジネスに関しては E.Zwicker， S. S. Stevens， K. D. Kryter 
の評価法が確立しているし，文，なだらかなレベノレ変動をする騒音や純音成分を含む特殊な周




















































































































































































会音域 68.0 69.5 69.5 70.0 69目5 68.0 68.0 
63 60.0 60.0 67.0 70.0 660 58.0 67.0 
125 73.0 71.0 66.0 70.0 72.0 74.5 72.0 
250 71.0 70.5 69.0 70.0 69.0 70.0 72.0 
500 68.0 69.5 71.5 70.0 70.5 66.5 64.5 
1000 68.5 69.0 67.5 70.0 68.0 70.0 70.0 
2000 67.5 69.0 68.5 70.0 68目。 68.0 68.0 
4000 68.5 685 69.0 70.0 69.5 69.5 69.5 
8000 68.0 69.0 69.0 70.0 69.5 69.5 68.5 
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南北照間関有振動数
図ー←4 実験室音響測定キイプラン 図-5 実験室の固有振動数と分析周波数





















































最適室内音響環境に関する研究 (I) 313 
やかましさに関するテスト(3 ) マ記 03
氏名
番号のアナウンスのあとに続き一対の連続音と断続音が聞己えてきます。初め C音が
J. 0秒間流れ，それから 2秒間休止があって，あとの音がJ..0秒F問由流れまナ。 ζのzつ
の音のどちらがや坤か込ましレい、坤か、を判断して下さい。そして下の表lに吃や坤か通宣しし同qと思つた方
κO印をつけて下きい。断続音の方はそのH斯軒続のエつ 1つでは左〈全体として評価して




f91J 前 後 エ4 前.後 29 前 後
J. 5 前.後 3 0 前 後
エ 前 後 J. 6 前 後 3工 前 後
z 前 後 1マ 前.後 32 前 後
5 前 後 J. 8 前.後 :1 3 前 後
図-9 予備実験(一対比較法)の教示
表-3 予備実験の因子条件一覧表
因 子 条 件
周波数特性 ピンクノイス、
刺激因子 時 特 性
1基準音:10秒定常音
比較音:1/8， 1/4， 1/2， 1秒の断続音を断続比50%で
10秒
情報的特性 人工構成音









を層別化するために感受性テストを作成した。 これは， H. Casonの Annoyanceに関する古



























被 験 者 |実験菅のタイムパターン(秒)
層 別 l人数10.1251 0.25 1ωo1 1.00 
男女学生計!回 1-叫 -3.21 0.0 1 +0.1 
性 男子学生 27 4.4 2.8 -0.2 -0.3 
2j1J 女子学生 25 -5.6 -4.0 +0.4 +0.3 
感 敏感層 25 -5.0 3.7 十0.6 +0.2 
受
鈍感層 27 4.7 -3.0 0.3 -0.6 性
音 閑静地居住層 23 4.7 -3.4 十0.3 -0.1 
経




例リ 車を運転して出るとき 運転白仕万をとやか〈言われる ζと
l 女性が酔つばらっている "'lr見たとき

















































SV I So I dfo I MSo I Sw I仏 IMS川 F I Pr 
1 4.74 46.03 
0.25 4.60 1 4.60 53.63 s-c 
0.50 0.29 1 0.29 31.63 
1.00 0.01 1 0.01 21.23 
性 別
0.125 1.53 1 1.53 55.39 
0.25 3.12 1 3.12 44.94 c-s 
0.50 1.43 1 1.43 61.65 
1.00 4.72 1 4.72 50.72 
0.125 1.14 1 1.14 49.63 
0.25 4.01 l 4.01 56.67 s-c 
0.50 0.71 1 0.71 31.21 
1.00 0.01 1 0.01 20.23 
感受性
。目125 0.47 1 0.47 56.45 
0.25 4.18 1 4.18 43.88 c-s 
0.50 0.13 1 0.13 62.95 
1.00 2.62 1 2.62 52.83 
0.125 0.10 1 0.10 47.21 
0.25 0.01 1 0.01 52.70 s-c 
0.50 0.17 1 0.17 30.64 
1.00 0.43 1 0.43 18.05 
音経験
0.125 1.35 1 1.35 48.63 
0.25 0.03 1 0.03 44.79 c-s 
0.50 4.36 1 4.36 71.12 
1.00 0.23 1 0.23 69.44 
(凡例) 料 1%水準で有意差あり * 59も水準で有意差あり
- 5%水準で有意差なし
(99) 
50 0.92 5.15 * 50 1.07 4.29 * 50 0.63 0.47 
50 0.43 0.01 
50 1.11 1.38 
50 0.90 3.47 
50 1.23 1.16 
50 1.02 4.65 * 
50 0.99 1.15 
50 1.13 3.54 
50 0.62 1.14 
50 0.41 0.15 
50 1.13 0.36 
50 0.88 4.76 ヰミ
50 1.26 0.11 
50 1.06 2.47 
46 0.10 0.10 
46 0.01 0.01 
46 0.17 0.26 
46 0.43 1.10 
46 1.35 1.28 
46 0.03 0.03 
46 4.34 2.82 





























sound level meter‘: JEIC 5しP-21
1/3 Oct. analyzer : RION SA-56s 
level recorder : RION LR-01 E 
noise field gener口tor:RION SF-04 
electronic switch : IWASAKI ES-02 




本実験機器プロックダイヤグラム図-11休止 (2秒)一比較音 (20秒)一休止 (3秒)
ヲ白時ct'lse timeJ 20凸附s(de<;d-y t聞の
? ? ? ? ? 『




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































被験者は 20~30 歳台の男女計 5 名で， 実験に精通しており， 且つ， JIS基準のオージオ
メータにより健全な聴力を確認している。
3・2 実験結果とその検証
一連の予備テストの後に， 前述の 16種の時特性をもっ断続音のすべてにつき， 基準音の










とも 2.0dB (A)をこえるものはなし平均0.4dB(A)にすぎなかった。 更に，後述する如く，
基準音のレベノレ60，70， 80 dB (A)の相違により反応に有意美が認められなかったために，同一
時特性の計6個の実験値を一括してその標準偏差を算出した結果が表 7である。 標準偏差は
概ね1.0前後であり，各被験者毎の平均値はすべて 0.7~ 1.0 dB (A)の範囲に入り，総平均は





ある。 連続音と断続音のラウドネス比較に関して， 北村・飯田5) は 60~80dB(A) の範囲にお
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表-7 実験値の被験者別標準偏差一覧表 dB (A) 
被 験 者ー
A B C D E 
0.56 0.69 1.02 0.73 0.75 
1.15 0.76 0.69 0.75 1.00 
0.58 0.90 0.45 1.26 1.07 
0.56 1.25 1.54 1.22 0.81 
0.00 1.11 0.19 0.90 0.50 
0.50 0.50 0.58 0.64 1.37 
0.69 100 1.91 1.07 0.75 
1.00 0.47 1.87 0.75 0.94 
0.61 1.77 0.58 0.76 0.75 
0.58 0.69 1.00 0.37 0.96 
0.94 0.69 1.21 0.75 0.58 
1.15 0.50 0.96 0.47 0.69 
1.15 1.26 0.93 0.75 0.37 
0.50 0.91 0.69 0.50 。目47
0.73 0.95 1.02 0.90 0.75 
0.69 0.75 1.11 1.07 0.90 
0.71 0.89 0.98 0.81 0.79 
0.84 
v号。 区。 守口00 (m ~e.ι〉







on・tIme I off-time I So I lvISb I S10 I dfw lvIS10 I F 
125 0.64 2 0.32 66.42 27 2.46 0.13 
250 0.26 2 0.13 47.60 27 1.76 0.07 
125 
500 6.34 2 3.17 63.82 27 2.36 1.34 
1∞o 12.95 2 6.47 51.24 27 1.89 3.41 * 
125 3.81 2 1.90 31.42 27 1.16 1.63 
250 2.44 2 1.22 22.92 27 0.84 1.44 
250 
500 1.81 2 0.90 57.02 27 2.11 0.43 
1000 7.81 2 3.90 39.22 27 1.45 2.69 
125 2.31 2 1.15 61.22 27 2.26 0.51 
250 1.79 2 0.89 32.70 27 1.21 0.74 
500 
500 3.46 2 1.73 31.20 27 1.15 1.50 
1000 1.96 2 0.97 23.20 27 0.86 1.13 
125 10.34 2 5.15 49.55 27 1.83 2.81 
250 1.71 2 0.85 24.62 27 0.91 0.94 
1000 
500 0.19 2 0.09 30.50 27 1.12 0.08 
1000 4.06 2 2.03 35.30 27 1.30 1.55 
oN t包Jヲ '2."。 弓00 土白出 〈刷克己〉











目したものは見当らない。筆者は各時特性について 60，70， 80 dB (A)の3段階の基準音を用い
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は，連続音と断続音のやかましさ効果にレベルの大小による偏差はないと結論することが出来


































主 A .. 
表一一9 実験値の被験者個人間分散分析表
dfo MSo S相 dfw I MS叩
'2"0 月日つ イtχコ
1αE 121三三訴。 民胆 1=フ や五百 Z巧。 Rα二事 4日P イ， ?JiD 何回 4αx> 
。 。。 。 。 。
4弘 ，['i' 2 
h ax• h ョι • X A " XOA 。4 ." x;. 。 。" A 。X.: X." A." i A 孟、九 x . ~匙. 4. ・z . 4・4‘ '‘ 














on-time 山 meI dB (C) I dB体)I PNdB on-tIme I off-time I dB (C) I dB (A) I PNdB 
125 -2.8 -3.2 -3.1 125 -3.1 3.6 -3.5 
250 -2.8 一3.3 -3.2 250 -3目4 4.0 -3.9 
125 500 
500 0.9 -1.1 -1.1 500 -3.0 -3.3 -3.3 
1000 +1.4 +1.4 +1.8 1000 -1.8 -2.1 2.1 
125 -3.4 -4.0 -3.9 125 2.7 -3.3 -3.3 
250 -3.3 -3.8 -3.7 250 -2.9 -3.3 -3.3 
250 1000 
500 2.4 -2.7 -2.7 500 3.0 -3.4 -3.4 
1000 1.5 1.6 -1.6 1000 -2.4 -2.7 -2.7 
しかしながら， 図-15に見る如しこの実験における全被験者の反応の偏差は比較的小さ













。、'2. oJ) 1.0 
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a logw1ine， b logw1ineにおける定数 a，bは共に 10となるべきである。 PollackとGarrett
(108) 
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は断続比の小さな場合にラウドネスでこれを検証Lている。 しかしすべての範囲で linear
summationが成立しないことは， Kryter， Pearsons， Bennett， Little， Mabryらの騒音の継続




の研究から見て， この実験の範囲においてはほとんど一定と考えられる。 即ち， Pollackによ

















規則的断続音のやかましさモデノレ 73-C，73-A， 73-PNを検証するために， 一対比較法と
調整法による実験を行なった。 表 11はこの実験に使用した実験音のリストである。ピンクノ
イズ (No.1， No.2)は同じ実験音を本実験において調整法で実験しているので，ここでは一対
比較法を適用した。 更に， 現実音ーとしてブロワー騒音 (No.3，No.4)及び電動のこぎり騒音
(No. 5， No. 6)をもとに電子スイッチで作成した断続音を使用し， これらには調整法を適用し
た。各実験音の周波数特性は図-22の通りである。







l周波数 lon loι(断 !日NL|反復 基準音 実験方法種 類 特 性 tim巴 time 続比 IPNLo 回数
1 ピンクノイズ 平 坦 500 250 0.67 0.73 1.33 ピンクノイメ、 一対比較法
2 ピンクノイズ 平 坦 250 500 0.33 0.39 1.33 ピンクノイズ 一対比較法
3 ブロワー音 低周波 125 250 0.33 0.46 2.67 ブロワー音 調整法
4 ブロワー音 低周波 500 1000 0.33 0.36 0.67 ブロワー音 調整法
5 電動のこぎり音 純音成分 250 125 0.67 0.79 2.67 電動のこぎり音 調整法
6 電動のこぎり音 純音成分 1000 500 0.67 0.70 0.67 電動のこぎり音 調整法
表-12 検証実験の結果一覧表
一_pjnknoise
_____bJower nOlse 等やかましさの断続音レベノレ一連続音レベノレ dB(A)







AP (，ラ 12巧 1.')0 ;00 :ik. 
図-22 検証実験の実験音スベクトノレ
No. I種実汁JT
1 ピンクノイズ 500 250 -4.8 
2 ピンクノイズ 250 500 -2.8 
3 ブロワー音 125 250 -2.5 
4 ブロワー音 500 1000 -2.6 
5 電動のこぎり音 250 125 -5.4 
6 電動のこぎり音 1000 500 -4.4 
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対象とする評価法は， a)断続音のピーク値をそのまま使用するもの (PeakC， Peak A， Peak 
PNL)， b)衝撃性補正を行なった NR数 (NRNi)，c)断続音のラウドネス評価法 (Pollack，Gar司










|ピー十一吋bl lGar げ十種 類 I On I of IdB附 B(A)PN dB 11'1Kl''Il I lack I rett 73-C I 73-A I 73-PN 
1 ピンクノイズ 500 250 -4.5 -4.8 -5.0 1.0 -4.5 -1.5 -0.7 -0.6 -0.6 
2 ピンクノイズ 250 500 -3.0 -2.8 -4.0 2.0 -3.0 0.0 -0.5 -0.2 -1.3 
3 ブロワー音 125 250 -2.0 -2.5 2.0 -2.0 一2.0 1.0 1.1 0.7 1.6 
4 ブロワー音 500 1000 -2.0 2.6 -2.0 -2.0 -2.0 1.0 0.1 -0.6 -0.1 
5 電動のこぎり音 250 125 -6.5 -5.4 6.0* -6.0 -6.5 -3.5 3.7 -2.2 -3.4 




実験音・4 oZ・3ロ4 4‘句.0.6 ・ー 早均値
-10 
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3. 断続音のラウドネス評価法をやかましさに準用した場合， Pollackの方法より， Gar-
rettの方法がすぐ、れている。
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